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 この��では、国����に研�論�の��を�気で�えている�にいく

つかのアドバイスをします。�⼀に、採択されるための戦略について、�体

的には、英作��、論の作り�、����び、��からの��の仕�などに

ついてお�しします。�⼆に、⽇�から英�で論�を��することの�義⾃

体を�く�える（�え�す）ことの⼤切さについてお�します。つまり、や

り�を�えた�の�間、ほんとにやる�味あるの、と問いかけることでみな

さんを�さぶります。��に、それでもやはり国�的に研�を発�したいと

いう（�固な）�へに向けて、思慮�く国�的に�むための「作�」をお�

えしたいと思います。
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Zoom開催！

国際学術出版（英語）を
本気で考えているあなたへ
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